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錯体ナノ空間で高分子を制御する 
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生体系では核酸やタンパク質などのように構造、配列、分子量が厳密に制御された高分子

が当然のごとく生み出されている。これは現在の高分子化学の水準から考えるとまさに「究
極のシステム」と言える。このような精巧な重合系の鍵となるのは、細胞という組織化され
たナノ空間内で DNA が持つ分子情報を正確に翻訳・複製・転写しているところにある。つ
まり、ナノスケールの空間に情報を組み込み、それを的確に表現することができれば、望み
の高分子材料を自在に創出できるということを自然が教えてくれている。我々は金属イオン
と有機配位子との自己集合によって構築される多孔性金属錯体(MOF)のナノ細孔に着目し、
その細孔のサイズ、形状、表面状態といった空間情報を合理的にデザインすることで、革新
的な高分子制御場としての利用を推し進めた 1)。これにより、高分子の一次構造（分子量、
立体規則性、反応位置など）や集積構造（モルフォロジー、ブレンドなど）を精密に制御す
るだけではなく 2)、今まで合成が望まれていたにも関わらず、通常法では全く不可能だった
高分子の合成や 3)、潜在的に有していた機能性を発現する超構造高分子集積体の構築を可能
にした 4)。 
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